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三
月
十
九
日
（
金
）
令
和

二
年
度
笠
縫
小
学
校
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
見
守
ら

れ
る
中
、
卒
業
生
が
緊
張
し

た
面
持
ち
で
入
場
し
ま
し

た
。 

 
そ
し
て
、
卒
業
生
１
１
６

名
が
そ
れ
ぞ
れ
成
田
陽
子
校

長
よ
り
卒
業
証
書
を
手
渡
さ

れ
、
喜
び
と
希
望
に
満
ち
た

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

別
れ
の
言
葉
で
は
、
各
ク

ラ
ス
の
代
表
児
童
が
呼
び
か

け
の
言
葉
を
会
場
の
皆
さ
ん

へ
思
い
を
込
め
て
伝
え
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
小
学

校
６
年
間
の
思
い
出
や
、
保

護
者
へ
の
感
謝
、
中
学
校
生

活
へ
の
思
い
を
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
で
し
た
。 

 

ま
た
、
卒
業
生
は
別
れ
の

歌
と
し
て
、
旅
立
つ
思
い
を

込

め

て
「
大

切

な

も

の
」

「
旅

立

ち

の

日

に
」
を

精

い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。
全

体
で
の
練
習
が
あ
ま
り
と
れ

な
い
た
め
、
３
学
期
毎
日
の

よ
う
に
続
け
た
各
ク
ラ
ス
の

朝
の
会
で
の
練
習
の
成
果
が

表
れ
た
歌
で
し
た
。
卒
業
生

の
真
剣
な
姿
に
保
護
者
の
皆

様
か
ら
は
、
退
場
時
に
大
き

な
拍
手
で
応
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
方
々
と
本
校
教

職
員
に
大
き
な
拍
手
で
見
送

ら
れ
た
卒
業
生
は
、
四
月
か

ら
の
中
学
校
生
活
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
旅
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

 

第
６
５
回
笠
縫
幼
稚
園
修

了
証
書
授
与
式
が
去
る
三
月

十
八
日
（
木
）
素
晴
ら
し
い

快
晴
の
下
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
４
２
人
の
園
児

た
ち
が
小
学
校
へ
と
旅
立
ち

ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
修
了
式
は
私
た

ち
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
は

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

大
変
特
別
な
意
味
を
持
つ
卒

園
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
幼
稚
園
は
四
月
か
ら
は

新
た
に
「
笠
縫
こ
ど
も
園
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
年
に
開
園
さ

れ
、
沢
山
の
地
域
の
皆
さ
ん

が
こ
の
幼
稚
園
で
過
ご
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年
か
ら
は
現
在
の
新
し
い
園

舎
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

地
に
は
、
こ
れ
ま
で
笠
縫
幼

稚
園
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
人
た
ち
の
思
い
出

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 

そ
う
し
た
沢
山
の
思
い
を

大
切
に
、
笠
縫
こ
ど
も
園
は

新
た
な
歴
史
を
積
み
上
げ
る

べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
一 

   

同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

リーフ 

か さ ぬ い 笠縫学区（２月２８日現在） 

男性 ５４０７人 女性 ５７１１人 

世帯数 ４７２５世帯 
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笠
縫
小
学
校
卒
業
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笠
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稚
園
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し
て
の
最
後
の
修
了
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 今後の予定（４月１日～４月３０日） 

※記事作成時点での予定です。新型コロナウイルスの感染 

 状況により、変更になる可能性があります。 

 ４/ ２（金） 認定こども園みのり 新しいお友達を迎える会 

 ４/ ６（火） くるみこども園 入園式 

 ４/ ９（金） 笠縫小学校 入学式（午前） 
松原中学校 入学式（午後） 

 ４/１０（土） 笠縫学区自治連合会 定例会（総会） 

 ４/１２（月） 笠縫こども園 入園式 

 ４/２３（金） まちづくり協議会 運営委員会 

 ふるさと記憶絵図 ついに完成 

 

笠縫まちづくりセンター  

種 別 団 体 名 活動日 曜日 

太 極 拳 十字法太極拳笠縫サークル 第１・２・３・４ 月 

体 操 東洋の養生体操 第１・２・３・４ 月 

環 境 学 習 エコクラブ 第３ 月 

よ し 笛 よし笛笠縫 第１・２・３・４ 火 

健 康 体 操 健康体操 スイトピーの会 第１・２・３・５ 火 

水 彩 画 かりんの会 第１・３ 火 

手 話 笠縫手話サークル 第２・４ 火 

社 交 ダ ン ス 笠縫ダンス同好会 第１・２・３・４ 水 

大 正 琴 大正琴 青譜会 第１・３ 水 

社 交 ダ ン ス かたつむりダンスサークル 第１・２・３・４ 木 

子 育 て のびのびサークル 第１・３・４ 木 

ギ タ ー ギター愛好会 第２・４ 木 

パ ン 作 り こねこねくらぶ 第１ 木 

社 交 ダ ン ス 社交ダンスを楽しむ会 第１・３ 金 

写 真 夢 写クラブ 第１・３ 金 

洋 画 サンキスト・サークル 第２・４ 金 

令和３年度 自主教室一覧表 

活動時間等、詳細はまちづくりセンターに 

お問合せください。（TEL：562-0071） 

 地域安全部会 
 
 ３月４日（木） まちづくりセンターにおいて、笠

縫みまもり隊情報交換会を１３名の参加で開催しま

した。みまもり隊からは８名が参加し、笠縫小学校

から成田校長先生と林先生に出席して頂きました。 

 自己紹介に続き、登下校時に気付いた点につい

て、活発な意見が交わされました。 

  

  

 

 

 

 

 

  

 ①登校時、保護者が１年生を自転車のハンドル前の 

  席に乗せていた。大丈夫か？ 

 ②横断歩道の中央に出て、旗を持って身体を張って 

    子どもを守ろうとしている。 

 ③登校時は分団で行儀良く交差点を渡るが、帰りは 

    走って横断している。右折車があり、危険。 

 ④事故が発生した時、何処へ連絡すれば良いか？ 

 ⑤忘れ物をした子どもが、途中で取りに帰ることが 

    ある。 

 ⑥４０人程の分団が交差点に来た時、点滅信号で渡 

  りきれない。渡りきった子どもたちは後ろを確認 

    せずに行ってしまう。分団を小さくできないか。 

 ⑦分団の旗を丸めて持っている班長がいる。どこま 

    でが班か分からない。 

 ⑧笠縫学区自治連合会に入っていない町内会があ 

    り、子どもたちへの登下校時の注意はどのように 

  行っているのか。 

 

  

 

 

 

  

  

 これらの発言に対して、校長先生や、交通安全協

会から丁寧に説明がありました。 

 笠縫みまもり隊 情報交換会を開催 

  

 ●日時：第１回  ４月１２日（月）   9：20～10：00 

                 

 ●場所：笠縫まちづくりセンター駐車場  

     （旧市民センター跡） 

 ●問合せ：草津市役所 生活安心課  

      （電話：５６１－２３４０）          

第２回  ５月１１日（火） 10：40～11：05 

まちづくりセンター 休館日のお知らせ  

5/２(日)～5/５(水)の間 
休館日とさせていただきます 

草津市の広報紙「広報くさつ」は、  

4月から月１回の発行となります。  

広報くさつは月1回の発行になります 



 

  

３ 

 第１５０号                      リーフかさぬい                  令和３年４月１日 

 当協議会では、令和２年度～４年度の３年間のま

ちづくり計画（第１次第２期計画）に沿って、事業

に取り組んでいます。 

 令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大に

より、思うように事業を展開することができません

でしたが、次のような事業を実施しました。 

 令和３年度は、事業の「ＰＤＣＡサイクル（改善

活動）」を進めながら実施したいと考えていますの

で、皆さまのご協力をお願いします。 

 

笠
縫
学
区
広
報
紙
「
リ
ー
フ
か
さ
ぬ
い
」
は
、
平

成
二
十
年
十
月
一
日
創
刊
し
、
毎
月
発
行
し
、
今
回

四
月
一
日
発
行
で
１
５
０
号
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
発
行
に
あ
た
り
編
集
か
ら
原
稿
作
成
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
紙
面
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
『
隣
の

文
化
人
』
で
は
、
工
学
博
士
や
俳
優
、
洋
画
家
、
書

道
家
、
ガ
ラ
ス
工
芸
・
ク
ラ
フ
ト
・
能
面
づ
く
り
の

方
々
を
、
『
地
元
の
伝
統
文
化
』
で
は
、
青
花
を
紹

介
。
そ
し
て
、
『
街
で
キ
ラ
リ
』
で
は
、
茶
色
の
綿

や
マ
コ
モ
タ
ケ
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た

絵
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
草
津
ほ
ほ
え
み
の
会
、

甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
合
格
し
た
高
校
生
な
ど

を
。
そ
の
他
に
も
、
『
外
国
か
ら
や
っ
て
き
た
生
き

物
の
話
』
や
『
笠
縫
の
歴
史
』
『
笠
縫
の
今
と
昔
』

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
協
議
会
の
活
動
を
中
心
に
、

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

情
報
発
信
部
会
で
は
、
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
親
し
み
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
を
め
ざ
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

１
５
０
号
を
記
念
し
て 

 まちづくり協議会 令和２年度の活動を振り返って 

 

人と人との絆を大切にするまち 

 次世代が地域の活動に関わ

りやすい体制づくりを考えま

す。地域で多様な人材が支え

あうまちをめざします。  

 

 

親と子が共に育つまち 

 子ども育成部会主催の地域

協働合校事業として実施しま

した。学校と地域を結ぶ継続

事業をめざします。 

さつまいも収穫体験  

 

誰もがいきいきと暮らせるまち 

 ひとり歩き高齢者捜索・声

かけを体験しました。参加者

が高齢者役・家族役・声かけ

役に分かれて実施しました。  

おでかけ ふれ愛 模擬体験  

防犯研修会 

安心安全に住み続けられるまち 

防災実働訓練を実施し、情

報共有の重要性を再認識しま

した。見えた課題を次の訓練

に活かします。

被害状況報告訓練 

誰もがいきいきと暮らせるまち 

 

心も体も健康で豊かなまち 

かわら版 かさぬい健康フェスタ発行 

 

「
リ
ー
フ
か
さ
ぬ
い
」 

【創刊号】 

【100号】 
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涙
雨
と
な
っ
た
三
月
十
三

日
（
土
）
１
１
４
名
が
中
学

校
の
全
課
程
を
修
了
し
、
新

た
な
希
望
を
胸
に
松
原
中
学

校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。 

 

今
年
度
も
規
模
縮
小
の
卒

業
式
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業

生
の
答
辞
に
は
、
友
達
と
出

会
う
こ
と
や
授
業
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
、
実
は
当
た
り

前
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
一

生
の
思
い
出
と
な
っ
た
松
中

祭
や
修
学
旅
行
の
こ
と
、
ど

ん
な
時
も
い
つ
も
味
方
で
い

て
く
れ
た
父
母
や
家
族
へ
の

思
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感

謝
の
言
葉
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

   
 

 

４ 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
例

年
通
り
に
園
生
活
を
送
っ

た
り
行
事
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
分
、
友
達
と
遊
べ
る

時
間
の
大
切
さ
を
感
じ
た

り
、
初
め
て
園
に
泊
ま
っ

た
お
泊
り
保
育
な
ど
、
い

つ
も
と
違
っ
た
様
々
な
体

験
を
し
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
胸
に
、
三
月
十
三

日
（
土
）
卒
園
証
授
与
式

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。 

 

園
庭
の
桜
の
花
が
ち
ら
ほ

ら
と
咲
き
始
め
た
三
月
二

十
日
（
土
）
第
四
十
二
回

卒
園
式
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
年
で
し
た
が
、
保
護
者

一
名
の
み
参
加
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

修
了
証
書
を
も
ら
っ
た
子

ど
も
達
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
に
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
を
添
え
て
、

お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
。 

今
年
は
九
つ
の
小
学
校
に

分
か
れ
ま
す
が
、
職
員
の

私
達
か
ら
は
「
小
学
校
に

行
っ
て
も
友
達
と
た
く
さ

ん
遊
び
、
た
く
さ
ん
勉
強

し
て
、
大
人
に
な
っ
た
姿

を
楽
し
み
に
、
さ
よ
う
な

ら
元
気
で
ね
」
と
送
り
出

し
ま
し
た
。 

四
月
か
ら
は
「
く
る
み
保

育
園
」
か
ら
「
く
る
み
こ

ど

も

園
」
に

変

わ

り

教

育
・
保
育
の
一
体
化
を
進

め
る
園
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

方
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

認
定
こ
ど
も
園
み
の
り 

卒
園
証
授
与
式 

あ
り
が
と
う
・
さ
よ
な
ら
の
卒
園
式 

く
る
み
保
育
園  

松
原
中
学
校 

第
７
４
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
終
え
て 


